
理
化
学
ガ
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の
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史
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史
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木
下
氏
自
作
の
ガ
ラ
ス
工
芸
作
品
。

透
明
な
ガ
ラ
ス
瓶
の

中
に
ガ
ラ
ス
製
の
帆
船
を
作
り
こ
ん
だ
力
作
。

「
ガ
ラ
ス

を
吹
く
職
人
」

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

に
は
、
日
本
の
戦
後
の
理
科
教
育
の
様
子

を
伝
え
る
木
下
氏
の
著
書
や
資
料
、
代
表

的
な
発
明
品
で
あ
る
、
世
界
最
高
水
準
の

超
高
熱
・
低
騒
音
・
安
全
性
を
誇
る
「
木

下
式
ブ
ル
ー
バ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
自
身
の

製
品
や
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、
著
書
な
ど
も
多

く
入
っ
て
い
る
。

　
「
木
下
式
ブ
ル
ー
バ
ー
ナ
ー
」
は
、
燃

え
に
く
い
都
市
ガ
ス
（
東
京
ガ
ス
の
商
品

名
「
十
三
Ａ
」
）
を
、
活
力
あ
る
可
燃
ガ

ス
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
先
混

合
燃
焼
方
式
の
高
熱
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
あ

る
。
従
来
の
元
混
合
方
式
と
違
い
、
バ
ー

ナ
ー
体
内
で
可
燃
ガ
ス
と
助
燃
剤
の
酸
素

が
接
触
し
な
い
た
め
、
逆
火
や
爆
発
な
ど

の
危
険
性
が
な
く
、
酸
素
の
供
給
管
を
数

多
く
配
置
す
る
こ
と
で
超
高
熱
発
生
を
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な

ど
あ
ら
ゆ
る
高
熱
工
業
で
採
用
さ
れ
、
カ

ミ
オ
カ
ン
デ
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

の
巨
大
な
光
電
子
増
倍
管
の
製
造
に
も
活

用
さ
れ
た
と
い
う
、
今
流
に
い
え
ば
、
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
の
世
界
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
革
命
品
で
あ
る
。

　
ガ
ラ
ス
の
名
工
と
し
て
、
昭
和

（
１

９
７
９
）
年
の
「
目
で
見
る
工
学
１
０
０

年
展
」
で
は
、
皇
太
子
殿
下
（
現
在
の
天

皇
陛
下
）
に
理
化
学
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
披
露
し
た
透

明
な
ガ
ラ
ス
瓶
の
中
に
ガ
ラ
ス
で
帆
船
を

作
り
こ
ん
だ
自
作
の
工
芸
作
品
な
ど
も
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
工
芸
ガ
ラ
ス
製
品
や

自
作
の
工
芸
品
、
江
戸
末
期
の
科
学
書

（
舎
密
開
宗
一
式
）の
よ
う
な
理
化
学
ガ
ラ

ス
関
係
の
文
献
・
書
物
、
石
油
ラ
ン
プ
や

電
球
、
ラ
ン
ビ
キ
（
蒸
留
器
）、魔
法
瓶
ま

で
、
ガ
ラ
ス
機
器
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
機
器
や
装
置
、工
芸
品
、関
連
す
る
資
料

や
文
献
な
ど
の
多
様
な
蒐
集
品
も
、
数
多

く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
近
代
科
学
が
蘭
学
を
介
し
て

日
本
に
伝
わ
っ
た
江
戸
末
期
に
、
蘭
学
者

の
宇
田
川
榕
菴
氏
が
書
い
た
江
戸
末
期
の

化
学
書
「
舎
密
開
宗
（
せ
い
み
か
い
そ

う
）
」
と
い
う
文
献
は
学
術
的
に
も
貴
重

で
あ
る
。
日
本
で
最
初
に
出
版
さ
れ
た
化

学
書
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
著
書
だ
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ウ
イ

リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
が
書
い
た
原
著
を
、

ド
イ
ツ
人
の
ト
ロ
ム
ス
ド
ル
フ
が
ド
イ
ツ

語
に
訳
し
、
そ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ア
ド

ル
プ
ス
・
イ
ペ
イ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し

て
文
化
５
年
（
１
８
０
８
年
）
に
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
で
発
行
さ
れ
た
も
の
を
、
宇
田

川
榕
菴
氏
が
訳
述
・
編
著
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
江
戸
末
期
の
化
学
書
「
舎
密
開

宗
」
の
二
と
三
（
一
は
欠
本
）
が
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
木
下
氏
は
理
化
学
ガ
ラ
ス
の
製
造
法
や

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
書
い
た
著
書
の
中
で

「
硝
子
を
愛
し
、
硝
子
と
と
も
に
歩
み
、

硝
子
業
界
を
発
展
に
導
い
た
人
た
ち
の
苦

労
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
整
理
し
、
記
録
す

る
こ
と
は
、
後
継
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の

責
務
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
理
化
学

ガ
ラ
ス
に
対
す
る
情
熱
と
、
業
界
発
展
へ

の
熱
意
を
持
っ
て
人
生
の
大
半
を
経
て
き

た
木
下
氏
が
、
後
世
に
伝
え
た
い
気
持
ち

が
に
じ
む
言
葉
で
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
込
め
た
強
い
願
い
で
あ
る
。

昭和８（）年に中野硝
子製造所から発行された理化
学硝子を掲載したカタログ
（型録・目録）　平底フラ
スコに印された中野硝子製造
所を示す「Ｎ」マーク

ヒ
ロ
ム
印
の
大
型
ア
ン
プ
ル
管
容
器
（
戦
後
）

化
学
器
械
目
録
「
Ｔ

Ｒ

Ｋ

」

http://www.sia-tokyo.gr.jp/kinoshita_collection

　
木
下
氏
は
、
幕
末
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ

た
る
日
本
の
理
化
学
ガ
ラ
ス
工
業
発
展
の
歴
史
を

詳
細
に
調
べ
、
書
物
に
著
し
て
い
る
。

　
日
本
で
最
初
に
理
化
学
ガ
ラ
ス
器
具
が
作
ら
れ

た
の
は
江
戸
末
期
で
、
生
地
は
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ

ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
立
証
す
る
資
料
の
一
つ
と

し
て
「
加
賀
屋
の
引
札
」
（
東
大
所
蔵
）
を
あ
げ

て
い
る
。
加
賀
屋
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
、
江
戸
・
日
本
橋
の
一
角
で
ギ
ヤ
マ
ン
（
当
時

の
ガ
ラ
ス
の
呼
称
）
を
手
広
く
製
造
・
販
売
し
て

有
名
だ
っ
た
が
、
現
代
の
カ
タ
ロ
グ
と
も
い
う
べ

き
営
業
品
目
を
記
載
し
た
「
引
札
」
を
発
行
し
て

い
た
。
こ
れ
に
は
、
理
化
学
医
療
用
の
ガ
ラ
ス
器

具
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
器

具
の
種
類
は
増
え
た
と
い
う
。

　
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
入
っ
た
明
治
・
大
正
・

昭
和
に
か
け
て
理
化
学
の
発
展
と
と
も
に
人
生
を

歩
ん
だ
、
日
本
の
硬
質
ガ
ラ
ス
の
先
駆
者
で
あ
る

中
野
常
次
郎
氏
に
つ
い
て
、
特
に
「
硬
質
ガ
ラ
ス

の
父
」
と
し
て
、
そ
の
偉
業
を
木
下
氏
は
高
く
評

価
し
て
い
る
。「
今
日
の
理
化
学
機
器
の
発
展
は
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
基
礎
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
理
化
学
ガ
ラ
ス
も
同
じ
で
、
新
し
い
理
化

学
ガ
ラ
ス
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
多
く
の
技
術

者
や
職
人
の
苦
労
、
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
、
そ
の
足
跡
に
触
れ
ず
に
日
本
の
理

化
学
ガ
ラ
ス
の
歴
史
を
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
人

物
が
中
野
常
次
郎
氏
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」

　
中
野
常
次
郎
氏
は
、
日
露
戦
争
中
の
明
治


（
１
９
０
４
）
年
頃
に
、
日
本
で
最
初
に
硬
質
ガ

ラ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
人
物
で
あ

る
。
文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
に
江
戸
・
日
本
橋

で
生
ま
れ
、
ビ
ー
ド
ロ
工
場
に
弟
子
入
り
し
て
ガ

ラ
ス
職
人
に
な
っ
た
後
、
官
営
品
川
硝
子
製
造
所

の
職
工
長
を
務
め
た
岩
城
瀧
次
郎
氏
が
独
立
し
て

設
立
し
た
京
橋
の
工
場
に
入
っ
て
腕
を
磨
い
た
。

　
さ
ら
に
、
岩
城
氏
の
命
で
中
野
常
次
郎
氏
は
白

熱
舎
で
働
い
た
。
こ
の
白
熱
舎
は
、
東
芝
創
設
の

功
労
者
と
し
て
有
名
な
藤
岡
市
助
氏
が
創
設
し

た
。
白
熱
舎
に
は
電
球
製
造
に
必
要
な
ガ
ス
バ
ー

ナ
ー
な
ど
舶
来
の
機
械
、設
備
が
あ
っ
た
。特
に
、

そ
れ
ま
で
の
石
油
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
管
を
都
市

ガ
ス
で
加
工
す
る
新
し
い
方
法
を
こ
の
白
熱
舎
の

電
球
作
り
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
後
の
成
功
へ

の
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
方

法
で
理
化
学
実
験
用
の
ガ
ラ
ス
器
具
を
作
る
と
い

う
中
野
常
次
郎
氏
の
夢
が
膨
ら
ん
で
、
西
洋
の
ガ

ラ
ス
器
具
に
負
け
な
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う

願
望
が
強
ま
り
、
中
野
常
次
郎
氏
は
明
治

（
１

８
９
２
）
年
に
独
立
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治

（
１
９
０
４
）
年
に
日
露
戦

争
が
始
ま
り
、
陸
軍
衛
生
材
料
廠
か
ら
多
量
の
ガ

ラ
ス
器
具
が
民
間
に
発
注
さ
れ
、
中
野
工
場
も
１

０
０
万
本
の
ガ
ラ
ス
瓶
を
受
注
し
て
製
造
に
追
わ

れ
る
忙
し
さ
が
続
い
た
。
し
か
し
、
ソ
ー
ダ
石
灰

ガ
ラ
ス
で
あ
っ
た
た
め
ア
ル
カ
リ
溶
出
が
問
題
と

な
り
、
返
品
の
山
が
で
き
、
中
野
常
次
郎
氏
は
破

産
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
苦
い
経
験
に

耐
え
、
そ
の
反
省
を
生
か
そ
う
と
、
中
野
常
次
郎

氏
は
浅
草
・
隅
田
川
沿
い
の
玉
姫
町
に
ガ
ラ
ス
工

場
を
新
設
し
、
硬
質
ガ
ラ
ス
の
開
発
に
心
血
を
注

い
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
努
力
が
実
を
結

び
、
耐
熱
性
、
耐
薬
品
性
、
加
工
性
に
優
れ
た
日

本
初
の
硬
質
ガ
ラ
ス
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　
「
こ
の
中
野
硬
質
ガ
ラ
ス
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ

の
イ
エ
ナ
ー
・
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
と
比
べ
て
も
遜

色
の
な
い
優
れ
た
製
品
で
あ
り
、
化
学
界
、
医
学

界
、
産
業
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
絶
賛
さ
れ
て

一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、
中

野
常
次
郎
氏
は
後
の
大
正
（
１
９
２
２
）年
に
、

実
業
家
に
贈
ら
れ
る
最
高
勲
章
の
緑
綬
褒
章
を
受

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ガ
ラ
ス
職
人
だ
っ
た
彼

は
研
究
論
文
を
ま
と
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
硬
質
ガ
ラ
ス
開
発
の
記
録
は
、
そ
の
後
の
業

界
人
の
記
憶
か
ら
次
第
に
薄
れ
、
今
で
は
忘
却
の

か
な
た
に
押
し
流
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
先

駆
者
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
た
め
に
も
、
中
野
常
次

郎
氏
の
硬
質
ガ
ラ
ス
開
発
の
功
績
は
後
々
ま
で
も

伝
え
た
い
思
い
で
す
」

　
現
代
は
過
去
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
、
今
日
の

日
本
の
発
展
が
何
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か

も
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
い
る
人
が
多
い
と
嘆
く
木

下
氏
。
「
常
次
郎
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
弟
子
や

理
化
学
ガ
ラ
ス
業
界
の
面
々
が
中
心
と
な
り
、
中

野
会
と
い
う
一
門
を
結
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和

年
に
そ
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
私
も
そ
の

会
の
宴
席
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
中
野
常
次
郎
氏

と
直
接
対
面
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
日
本
の
理
化
学
ガ
ラ

ス
発
展
に
努
力
し
て
き
た
彼
の
遺
志
は
脈
々
と
受

け
継
が
れ
、
現
在
の
理
化
学
ガ
ラ
ス
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ラ
ス
業
界
を
今

日
の
発
展
に
導
い
た
中
野
常
次
郎
氏
を
は
じ
め
と

す
る
先
駆
者
た
ち
の
多
く
は
、
無
名
の
技
術
者
た

ち
で
し
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
苦
闘
や
苦
労
の
軌

跡
が
時
代
の
中
で
埋
没
し
て
し
ま
う
の
は
残
念
で

す
。
ぜ
ひ
、
今
の
理
化
学
機
器
業
界
全
般
に
関
わ

れ
る
方
々
に
語
り
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
望

ん
で
い
ま
す
」

　
こ
の
中
野
常
次
郎
氏
に
関
連
し
た
も
の
で
は
、

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
中
野
硝
子
製
造
所
か

ら
発
行
さ
れ
た
理
化
学
ガ
ラ
ス
を
掲
載
し
た
カ
タ

ロ
グ
（
型
録
・
目
録
）
や
、
中
野
硝
子
製
造
所
で

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
製
造
さ
れ
て
い
た
平
底

フ
ラ
ス
コ
な
ど
が
木
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
フ
ラ
ス
コ
は
、
あ
る
骨

董
市
で
偶
然
発
見
し
た
も
の
で
す
が
、
Ｎ
マ
ー
ク

の
付
い
た
フ
ラ
ス
コ
を
見
つ
け
た
と
き
は
驚
き
ま

し
た
ね
。
今
は
も
っ
と
肉
厚
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
時
代
の
フ
ラ
ス
コ
は
口
の
部
分
が
薄
い

の
が
特
徴
で
す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
説
明
す

る
。

　
さ
ら
に
、
理
化
学
ガ

ラ
ス
の
発
展
に
貢
献
し

た
先
人
と
し
て
、
ヤ
マ

ト
科
学
の
前
身
と
な
る

倭
（
森
川
商
店
）
を
創

業
し
、
理
化
学
ガ
ラ
ス

の
大
問
屋
に
成
長
さ
せ

た
初
代
と
２
代
目
の
森

川
惣
助
氏
を
は
じ
め
、

ガ
ラ
ス
細
工
の
先
駆
者

で
あ
る
梅
本
栄
次
郎

氏
、
日
本
で
初
め
て
本

格
的
な
ガ
ラ
ス
目
録
と

し
て「
富
山
商
店
目
録
」

を
発
行
し
た
富
山
商

店
、
東
海
地
区
の
ガ
ラ

ス
工
業
の
基
礎
を
築
い

た
石
塚
硝
子
、
近
代
ガ

ラ
ス
細
工
法
を
確
立
し

て
、
高
級
な
化
学
用
魔

法
瓶
を
製
品
化
し
た
川

村
禄
太
郎
氏
、
理
化
学

実
験
室
に
必
要
な
低
真
空
を
作
れ
る
「
柴
木
式
水

流
ポ
ン
プ
」
を
開
発
し
た
柴
木
繁
太
郎
氏
、
入
江

製
作
所
の
前
身
で
あ
る
入
江
商
店
を
創
業
し
た
入

江
照
一
氏
の
石
英
商
品
開
発
な
ど
を
挙
げ
、
多
大

な
努
力
を
評
価
し
て
い
る
。

　
第
２
次
大
戦
後
の
理
化
学
ガ
ラ
ス
業
界
に
つ
い

て
は
、
中
野
常
次
郎
氏
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
を

創
業
者
と
し
た
岩
城
硝
子
や
不
二
硝
子
（
中
野
硬

質
硝
子
製
造
所
）
、
そ
し
て
東
北
大
の
理
学
部
に

付
属
の
ガ
ラ
ス
技
術
員
養
成
所
を
設
立
す
る
な
ど

し
て
戦
前
戦
後
の
ガ
ラ
ス
技
術
者
育
成
に
尽
力
し

た
富
永
斎
氏
（
東
北
大
教
授
）
、
中
里
式
シ
ャ
ー

レ
を
発
明
し
た
理
化
学
ガ
ラ
ス
の
細
工
名
人
で
あ

る
中
里
正
夫
氏
、
ま
た
超
薄
型
培
養
瓶
を
開
発
し

た
池
本
喜
三
氏
、
さ
ら
に
は
関
西
計
量
器
工
業
会

の
重
鎮
で
あ
る
宮
原
利
助
氏
、
日
本
の
近
代
科
学

技
術
の
基
礎
を
築
い
た
戦
前
の
理
化
学
研
究
所
、

日
本
の
石
英
加
工
技
術
進
歩
に
貢
献
し
た
物
理
学

者
・
長
岡
半
太
郎
博
士
な
ど
の
貢
献
を
た
た
え
る
。

　
特
に
、
業
界
で
初
め
て
硬
質
１
級
ガ
ラ
ス
「
ハ

リ
オ
ガ
ラ
ス
」
の
実
現
に
成
功
し
た
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ

の
貢
献
は
大
き
い
と
し
て
い
る
。Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
は
、

東
京
の
神
田
で
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
誕
生

し
た
柴
田
弘
製
作
所
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
ガ
ラ
ス
メ

ー
カ
ー
で
、
大
型
ア
ン
プ
ル
管
容
器
、
な
す
型
フ

ラ
ス
コ
な
ど
、
ヒ
ロ
ム
印
の
製
品
が
木
下
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
昭
和

（
１
９
６
１
）
年
に
柴
田
兄
弟
の
弟

で
あ
る
弘
氏
は
、
自
動
ガ
ラ
ス
製
管
装
置
（
垂
直

式
管
引
き
装
置
　
シ
ュ
ー
ラ
ー
マ
シ
ン
）
の
購
入

と
操
作
技
術
の
習
得
を
兼
ね
て
、
長
男
の
武
弘
氏

を
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
し
ま
し
た
。
翌

（
１
９
６

２
）
年
に
シ
ュ
ラ
ー
マ
シ
ン
は
柴
田
化
学
器
械
の

深
川
工
場
内
に
組
み
立
て
ら
れ
、
ガ
ラ
ス
管
の
引

き
上
げ
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
初
は
乳
白
色

状
の
不
透
明
で
泡
だ
ら
け
の
ガ
ラ
ス
し
か
引
き
上

げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
因
を
探
る
弘
氏
と
武

弘
氏
親
子
の
不
眠
不
休
の
努
力
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
失
敗
の
連
続
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
必
死

の
努
力
が
遂
に
報
い
ら
れ
て
、
６
月
初
旬
に
超
硬

質
ガ
ラ
ス
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

後
に
商
標
と
な
っ
た
『
ハ
リ
オ
ガ
ラ
ス
』
の
誕
生

で
す
」
と
木
下
氏
は
説
明
す
る
。

　
木
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
理
化
学
ガ
ラ
ス
の

歴
史
や
業
界
発
展
史
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
、
各
社
の
目
録
や
カ
タ
ロ
グ
を
は
じ
め
、
関
連

す
る
書
物
や
資
料
、
自
身
の
著
書
な
ど
の
文
献
類

も
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
東
京
科
学
機
器
協
会
の
前
身
で
あ
る

東
京
理
化
学
器
械
同
業
組
合
が
大
正

（
１
９
２

２
）
年
に
発
行
し
た
化
学
器
械
目
録
「
Ｔ

Ｒ


Ｋ

」
は
、
同
組
合
の
頭
文
字
を
略
称
に
し
た
も

の
で
、
Ｂ
５
判
、
６
０
０
ペ
ー
ジ
以
上
に
も
及
ぶ

業
界
初
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
と
い
え
る
も
の
で
あ

る
。
ビ
ー
カ
ー
や
フ
ラ
ス
コ
、
試
験
管
な
ど
か
ら

精
密
な
実
験
用
装
置
ま
で
多
数
の
品
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
研
究
者
が
実
験
研
究
を
す
る
の
に
役
立

つ
手
引
書
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
ま
さ
に

逸
品
」
だ
と
し
て
い
る
。

　
「
Ｔ

Ｒ

Ｋ

」
に
つ
い
て
は
、
田
中
合
名

会
社
が
大
正
５
年
に
発
行
し
た
「
田
中
目
録
」
の

再
現
で
あ
っ
た
と
木
下
氏
は
解
説
す
る
。
田
中
杢

次
郎
氏
が
組
合
の
初
代
理
事
長
に
就
任
し
た
際

に
、
同
社
が
発
行
し
て
い
た
「
田
中
目
録
」
の
図

版
（
銅
板
）
一
式
と
、
「
化
学
の
友
」
を
組
合
に

無
償
で
提
供
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
Ｖ


Ｌ

Ｆ
の
カ
タ
ロ
グ
を
底
版
と
し
た
海
外
コ
ピ

ー
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
１
版
は
大
正

年
３
月

に
発
行
さ
れ
た
が
、
翌

年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
で
、
印
刷
原
版
と
保
管
し
て
い
た

残
冊
の
全
て
を
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
第
２
版
は

大
正

（
１
９
２
５
）
年
４
月
に
再
刊
と
な
り
、

第
３
版
が
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
に
大
幅
な
改

訂
を
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
第
２
次
大
戦
後
は
、
日

本
理
化
学
機
器
商
工
会
が
第
３
版
を
復
刻
し
、
東

京
を
日
本
に
変
え
た
「
Ｎ

Ｒ

Ｋ
」
を
発
行
し

た
。
そ
の
後
は
、
東
京
科
学
機
器
協
会
が
「
Ｓ
Ｉ

Ａ
科
学
機
器
総
覧
」
を
発
行
し
て
い
る
。

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
さ
ら
に
富
山
商
店
の
製

品
目
録

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
、
田
中
合
名

会
社
の
理
化
学
器
薬
標
本
目
録

大
正
５
（
１
９

１
６
）
年
、
島
津
製
作
所
の
化
学
器
械
及
薬
品
目

録

大
正

（
１
９
２
６
）
年
、
東
京
医
科
器
械

同
業
組
合
の
目
録

大
正

年
、
木
屋
製
作
所
の

化
学
器
械
型
録

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
、
柴

田
製
作
所
の
理
化
学
ガ
ラ
ス
器
械
型
録

昭
和


（
１
９
４
０
）
年
、
ヤ
マ
ト
科
学
器
械
の
化
学
器

械
目
録

昭
和

（
１
９
５
１
）
年
な
ど
、
業
界

や
各
社
の
カ
タ
ロ
グ
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
型
録
・
目
録
は
写

真
で
は
な
く
、
図
版
に
よ
る
表
現
や
説
明
が
特
徴

で
す
。
そ
の
た
め
現
代
の
カ
タ
ロ
グ
よ
り
見
劣
り

は
し
ま
す
が
、
当
時
の
作
り
手
た
ち
の
熱
意
や
製

品
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
、
読
み
応
え
の
あ
る
説
明

書
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し
、
当
時
の
理
化
学
製

品
や
業
界
の
状
況
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
だ

と
紹
介
す
る
。

　
木
下
氏
が
半
生
を
か
け
て
集
め
て
き
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
日
本
の
理
化
学
機
器
業
界
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
先
駆
者
た
ち
が
発
行
し

た
、製
品
の
カ
タ
ロ
グ
・
目
録
・
記
録
書
な
ど
と
、

関
連
す
る
文
献
・
書
籍
類
が
１
８
５
１
点
、
そ
し

て
理
化
学
実
験
用
ガ
ラ
ス
機
器
や
理
化
学
機
器
な

ど
の
物
件
が
１
９
０
０
点
で
あ
り
、
合
計
し
て
３

７
５
１
点
に
及
ぶ
蒐
集
品
で
あ
る
。
同
氏
は
、
こ

れ
ら
を
平
成

（
２
０
１

３
）
年
８
月
に
東
京
科
学

機
器
協
会
に
寄
贈
し
、
同

協
会
で
は
こ
れ
を
「
木
下

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん

で
保
管
に
努
め
て
い
る
。

管
理
に
つ
い
て
は
ヤ
マ
ト

科
学
㈱
が
引
き
受
け
て
、

同
社
の
南
ア
ル
プ
ス
工
場

（
山
梨
県
）
で
保
存
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
同
協
会
で
は
、

平
成

（
２
０
１
５
）
年


月
に
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
物
品
類
１
９
０
０
点
の

写
真
付
き
の
解
説
と
、
文

献
書
籍
類
の
目
録
を
加
え

た
「
解
説
リ
ス
ト
」
を
編

纂
し
た
。
東
京
科
学
機
器

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、そ
の「
解
説
リ
ス
ト
」

を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る（http:/

/www.sia-tokyo.gr.jp/kin
oshita_collection

）。解
説

リ
ス
ト
は
、
物
品
類
１
９
０
０
点
の
概
要
を
解
説

し
た
木
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
と
、
文
献

書
籍
類
１
８
５
１
冊
を
リ
ス
ト
に
し
た
木
下
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
書
籍
目
録
で
あ
る
。

　
ま
た
、
木
下
氏
は
（
一
社
）
日
本
科
学
機
器
協

会
の
機
関
誌
「
科
学
機
器
」
に
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
端
を
紹
介
す
る
記
事
を
４
回
に
わ
た
っ
て

執
筆
し
、
日
本
に
お
け
る
理
化
学
ガ
ラ
ス
の
素
材

と
し
て
、
耐
薬
品
・
耐
熱
・
対
加
工
性
に
優
れ
た

硬
質
ガ
ラ
ス
の
開
発

が
、
中
野
常
次
郎
氏

の
多
大
な
努
力
に
よ

っ
て
成
功
し
た
記
録

な
ど
を
記
し
て
い

る
。
東
京
科
学
機
器

協
会
で
は
平
成


（
２
０
１
７
）
年
２

月
に
、
こ
れ
ら
の
掲

載
記
事
を
小
冊
子

「
科
学
機
器
業
界
の

歴
史
的
な
文
化
遺
産

の
紹
介
　
木
下
義
夫

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に

ま
と
め
た
。
重
要
あ

る
い
は
歴
史
的
な
契

機
と
な
る
理
化
学
ガ

ラ
ス
類
と
カ
タ
ロ
グ

を
取
り
上
げ
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
日

本
に
お
け
る
理
化
学

ガ
ラ
ス
の
歴
史
の
始

ま
り
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
意
義
の
あ

る
小
冊
子
と
な
っ
て

い
る
。

　
木
下
氏
は
、
昭
和


（
１
９
７
８
）
年
に
労
働
大
臣
表
彰
さ
れ
て

「
現
代
の
名
工
」
に
認
定
さ
れ
た
ほ
ど
の
理
化
学

ガ
ラ
ス
の
優
れ
た
職
人
で
あ
る
。
ま
た
、
木
下
式

石
油
バ
ー
ナ
ー
な
ど
の
発
明
な
ど
で
も
知
ら
れ

る
発
明
家
で
も
あ
り
、
様
々
な
理
化
学
ガ
ラ
ス

機
器
を
開
発
し
て
多
く
の
特
許
を
取
得
し
て
い

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ガ
ラ
ス
を
愛
す
る
ガ
ラ
ス
人
と

し
て
、
理
化
学
ガ
ラ
ス
製

品
を
は
じ
め
、
様
々
な
理

化
学
機
器
や
装
置
、
工
芸

品
、
関
連
す
る
資
料
や
文

献
な
ど
を
、
研
究
と
趣
味

を
兼
ね
て
数
多
く
集
め
て

き
た
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
の

名
工
と
し
て
、
多
く
の
ガ

ラ
ス
製
品
や
美
術
工
芸
品

を
自
作
し
て
い
る
。
「
木

下
義
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
は
、
そ
れ
ら
の
主
要
な

も
の
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
他
社
製

品
・
自
社
製
品
を
合
わ

せ
、
ビ
ー
カ
ー
や
フ
ラ
ス

コ
な
ど
の
理
化
学
実
験
用

ガ
ラ
ス
機
器
を
は
じ
め
、

理
化
学
機
器
、
医
療
用
機

器
、
て
ん
び
ん
や
ガ
ラ
ス

水
準
器
、
理
化
学
ガ
ラ
ス

関
係
の
文
献
、
理
科
学
機

器
各
社
の
社
史
や
カ
タ
ロ

グ
、
ガ
ラ
ス
に
関
す
る
歴

史
書
や
技
術
書
な
ど
書

物
、
興
味
深
い
ガ
ラ
ス
美
術
工
芸
品
な
ど
が
蒐
集

さ
れ
て
い
る
。
東
京
科
学
機
器
協
会
が
平
成
６

（
１
９
９
４
）
年
に
開
催
し
た
第

回
全
日
本
科

学
機
器
展
の
特
別
企
画
で
は
、
科
学
機
器
の
歴
史

的
な
遺
産
を
一
堂
に
集
め
た
特
別
展
示
が
行
わ
れ

た
が
、
同
展
示
会
実
行
委
員
会
の
副
委
員
長
を
務

め
た
木
下
氏
は
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
理
化
学
ガ
ラ
ス
機
器
に
関
連
し
た
遺
産
を
出
品

し
て
協
力
し
た
。

集めた資料や文献の前でほほえむ木下
義夫氏。理化学ガラスの優れた職人で
あり、木下式石油バーナーなどの発明
などでも知られる。熱い気持ちととも
に人生を歩んできた強い思いが言葉の
端々ににじみでる。

　近年、科学技術の分野では未来技術遺産や化学遺産、情
報処理技術遺産、機械遺産など、歴史上価値のある貴重な
ものや資料などを保存する取り組みが各方面で進められて
いる。これまで、本紙で３回にわたって特集で登場してい
ただいた木下義夫氏（木下理化工業㈱会長）が個人的に蒐
集してきた、理化学機器と理化学用ガラスに関する資料や
カタログ、海外の文献、書籍類、そして理化学実験用ガラ
ス機器や理化学機器などは、日本の科学機器業界や理化学

ガラスなどの発展を知る上で貴重な歴史遺産であり、この
分野では「木下コレクション」として知られている。木下
コレクションは平成（）年に木下氏が（一社）東京
科学機器協会に寄贈し、現在は同協会が所有して保管に努
めている。同協会ホームページには、それらコレクション
の解説情報が掲載されている。分析機器・科学機器遺産に
ついては、日本国民の生活・経済・教育・文化に貢献した
貴重な分析技術・分析機器や科学機器を、文化的遺産とし

て後世に伝える事業が（一社）日本分析機器工業会と（一
社）日本科学機器協会により実施され、次世代に継承され
るべき世界に誇る機器・技術が認定されている。木下コレ
クションはそうした遺産とは違う個人の蒐集品であるが、
日本の理化学ガラスや理化学機器、その業界についての歴
史を知るために貴重なものが多く含まれている。そこで本
紙では今回、理化学ガラスの名工が後世に残す歴史遺産と
して、この貴重な「木下コレクション」を特集する。
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